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栃木県内の子ども会・育成会に日頃よりご尽力いただいている皆様に心より感謝申し
上げます。
いよいよ新年度がスタートしました。5月1日からは元号が令和と改められ、文字通り
新しい時代の幕開けとなります。顧みますと平成時代の30年間において、子どもを取り
巻く環境は大きく変化しました。少子化により「子どもは宝」の意識が益々強くなって
いるかと思いきや、いじめ、児童虐待、子どもの貧困、ネット被害など、子どもたちに
とって社会環境の厳しさは深刻さを増しています。私たち、子ども会育成に携わる人間
は、その間もずっと「地域で子どもを育てる育成会、子どもの手による子ども会」を
目指して活動を進めてまいりました。地域における異年齢集団活動の推進により、子ど
もたちが生きる力を育み、自立し、自律できる人間に成長できると信じています。
昨年秋には「関ブロ栃木大会」を皆様のご協力の下、開催することができました。
本年度は、その経験で得たものを更に醸成して子ども会が一層、活性化できる元年度に
したいと考えております。山積する課題を皆様とともに共有し、課題解決に向けて共に
成長してまいりたく願っています。本年度もよろしくお願い致します。

令和元年度

（一社）栃木県子ども会連合会 会長 内藤 進

＝H30 第3回理事会＝ ＝H30 第3回市町子連会長会＝

2019年度

H31年3月24日（日）14時 教育会館中会議室
出席理事13名 欠席理事3名 出席監事2名

H31年3月24日（日）15時 教育会館中会議室
出席市町子連会長 12名 欠席会長10名
他、県子連副会長 3名 事務局 3名

H30年度事業中間報告・2019年度事業計画
関ブロ栃木大会決算報告・2019年度予算概案
県子連事務所西側部分返還について
などの報告ならびに質疑応答がありました。

2020年3月31日までに
県子連事務所の西側
部分を返還し、経費
削減を図ります。

今年度の事業中間報告や次年度計画についての
報告等の後、各市町子連会長からそれぞれの
活動紹介など、情報交換が行われました。
市子連の広報紙の紹介や、
子ども会特有の言葉を
説明した用語集の紹介等
がありました。共通の課題
についても出されました。

～2019年4月12日（金）までに申込むと5月1日開始となります～ 各市町子連から直接
全子連へ申込んでください

全国子ども会安全共済会に加入している指導者・育成者が対象です。

保険料：600円（1人年間）
補償内容：倍賞責任保険金限度額 1000万円 死亡・後遺障害保険金 3270万円

入院保険金日額 6000円 通院保険金日額 4000円
保険期間：2019年5月1日午後4時～2020年5月1日午後4時まで



2月10日（日）青少年センターで開催された
「ケガ防止対策」指導者養成講習会
の模様が全子連のホームページに掲載されて
います。参加者アンケートの結果も載っていますので
ぜひ、ご覧ください。https://www.kodomo-kai.or.jp/
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～～ I N FORMAT I ON～～

※4月15日（月）全子連にて事務担当者会議に出席のため、県子連事務局は留守になります。
※5月12日（日）13:30 2019年度第1回県子連市町子連会長会 コンセーレ１F 小ホール

本年度は役員改選があります。各地区からの選出をお願いします。
※5月12日（日）15時 2019年度第1回県子連理事会(旧理事による)コンセーレ１F 小ホール
※5月26日（日）14時 2019年度県子連定時総会 コンセーレ１F 小ホール

※6月1日（土）～2日（日）栃木県子ども会ジュニア・リーダー研修大会 1泊2日
会 場：なす高原自然の家 対象者 ：中学生・高校生・引率者等
参加費：1人2,000円 申込〆切：2019年4月22日（月）
市町子連事務局を通して県子連へお申込みください。

「子ども会活動のしおり」製本版
1冊150円にて販売中！

県子連ホームページで公開中の上記しおりの
製本版を数量限定で販売しています。
ミスプリントのものに修正テープを貼付した
ものを1冊100円で販売しましたが、残りは
わずか。改めて印刷し、昨年の関ブロ栃木大
会の参加記念品として製本したものを1冊150

円で販売します。新役員さんの研修などに
ご利用ください。ご用命は県子連まで。

「子ども会安全啓発～防災～研修会」に参加しました！
平成31年3月9日（土）～10日（日） 1泊2日 全子連ビル２Ｆ会議室にて

上記防災研修会が全子連主催で開かれ、北海道か
ら鹿児島までの全国から31名の安全啓発上級指導者
が参加しました。栃木県からは原田 忠氏・加藤富男
氏・大橋康徳氏の3名の上級指導者が参加しました。
「ＫＹＴ」（危険・予知・トレーニング）に加えて
「防災」「スポーツ事故防止」他も安全啓発活動の
カリキュラムに入りましたが、2月に栃木県で開催
開催された「ケガ防止対策」指導者養成講習会に続
いて今回の「防災研修会」が開かれ、多岐に亘って
講師を務めることができるよう研鑽を積みました。昨年秋に栃木県で開催

された関ブロ栃木大会の第8分科会で取り上げた課題の解決に向けた取り組みの
成果と言えるかもしれません。
阪神淡路大震災の被災体験者を講師に、全子連ビル周辺を歩いて防災マップ作
りを行いました。今後の安全啓発指導者養成講習会に生かされることと思います。

県子連新事務局長のご紹介

船山光隆局長

4月1日に着任しました事務局長の船山光隆
（ふなやまみつたか）と申します。
37年間の教員生活を終え、県子連という新
たな世界にお世話になることになりました。

とはいえ、学校教育も社会教育も目指すは子どもたちの
幸せを願い、社会的自立の基礎を培っていくことです。
一日も早く慣れて、少しでも皆様のお役にたてる存在に
なりたいと思っています。力足らずではありますが、
どうぞよろしくお願いいたします。


